
＜様式２＞

１．施策の方向性

# # # # # # # #

２．主な取組と構成事務事業一覧

↓  事務事業名称・事業内容（実績） 担当課

①

②

③

⑤

1

重点目標 7 たくましく健やかな体づくりと生涯スポーツを推進します

-             -             

評価を踏まえた
今後の方向性

①スポーツ推進委員をはじめ地区公民館、ＰＴＡ等と連携し、各種ニュースポーツ教室等の実施や各種スポーツ
行事等への協力等、スポーツの普及を図ります。
②市民の多様なスポーツニーズに対応した活動を充実するため、体育協会等の活動支援及び組織強化を支援
します。
③市民の健康づくりとして、年齢や体力、目的に応じた日常的なスポーツ活動を促進するために、効果的なス
ポーツ情報と機会の提供を進めます。

①学校体育団体と連携し、子どもたちの競技スポーツへの関心を高めるとともに競技力の向上を図るため、小中
学校の一貫した指導を進めます。
②体育協会と連携し、京丹後市総合体育大会の参加者の拡大及び競技力の向上に向けて大会の実施方法等
について検討を進めます。
③市民の競技スポーツへの関心を高めるため、トップアスリートによる指導機会の拡充に努めるとともに、トップア
スリートの競技を観戦する機会の提供に努めます。
④青少年のスポーツ活動における指導者を育成するため、研修機会の充実を図るとともに、ジュニアアスリートの
育成・支援の方法について検討します。

①社会体育施設機能の維持・改善のため、老朽化が著しい社会体育施設の改修・修繕等を進めます。
②社会体育施設の利用実態を把握して利用率の向上を図るとともに、利用率の向上が見込めない施設や老朽
化した施設については、見直しや代替利用のあり方も含めて検討を進めます。

子どもの基本的な生活習慣の確立のため、学校園が連携し、発達段階に応じた系統的な指導を行うとともに、その大切さについて家庭への啓発に努め
ます。

喫煙・薬物乱用などの防止、各種感染症や生活習慣病の予防等に関する指導、エイズを含む性に関する指導について、子どもの発達段階に応じた系
統的な指導を行います。

食の知識や規則正しい生活習慣等を身につけさせるため、適切な給食指導を行うとともに、「丹後学」等を通して地場産物や郷土食に親しむ学習をする
など、家庭や地域と連携した食育の取り組みを進めます。

④ 児童生徒の体力・運動能力の実態や課題を的確に把握・分析し、小中学校の一貫した体育指導を進めます。

学校園、家庭及び地域が連携して子どもの運動・スポーツ環境の充実を図るため、学校体育施設の開放や学校支援ボランティア等を活用したスポーツ
指導を進めます。

担当課長
学校教育課 松本　晃治

基本的方針
　子どもたちのスポーツに親しむ習慣の確立や体力づくりに取り組み、たくましく健やかな身体を育みます。また、子どもから高齢者ま
で、だれもが豊かで充実した生活を送ることができるよう、市民が生涯にわたってスポーツに取り組むことのできる環境づくりを進めま
す。

生涯学習課 引野　雅文

京丹後市教育振興計画

施策評価・進捗管理調書（内部評価結果）
担当課

主な取り組み
H29決算額 H30決算額

事務の改善

現状維持

※各事業の成果・課題について
は、別紙決算附属資料参照

１．健康な体づくり 決算額 （単位：千円）

H31予算額

「京丹後市の学校教育改革構想」に基づき、子どもたちの育ちと指導の一貫性を目指したより良い
教育の実現に向け、協議会及び専門部会で調査研究を行う。

小中一貫教育推進事業《再掲》 学校教育課

-             

京丹後市スポーツ推進計
画

年齢や性別、障害等を問わず、広く市民がその適正やライフス
テージにに応じてスポーツに参画できるよう、中長期的な展望に
立った「京丹後市スポーツ推進計画」を策定するもの

平成26年3月
平成26年度～
平成29年度

第２次京丹後市スポーツ推進
計画（平成30年度～平成39
年度）

京丹後市学校教育改革構
想

中学校卒業時に期待される学力を全ての生徒が確実に身に付け
ることができるようにしていくため、保育所・幼稚園、小学校、中学
校の１０年間を見据え、より系統的で一貫性のある教育を実践す
るための構想を策定

平成24年11月
計画期間の定
めなし

第2次京丹後市総合計画
市の目指す基本理念、目標、将来像などを示した「基本構想」と、
その構想を実現するための各種施策を総合的、計画的に体系化
した「基本計画」

平成27年3月
平成27年度～
平成36年度

 【参考】施策に関連するその他の計画
計画名称 計画概要 策定年月 計画期間 備考

１．健康な体づくり

２．地域スポーツ活動の推進

３．競技力の向上

４．社会体育施設の整備充実

①子どもの基本的な生活習慣の確立のため、学校園が連携し、発達段階に応じた系統的な指導を行うとともに、
その大切さについて家庭への啓発に努めます。
②喫煙・薬物乱用などの防止、各種感染症や生活習慣病の予防等に関する指導、エイズを含む性に関する指導
について、子どもの発達段階に応じた系統的な指導を行います。
③食の知識や規則正しい生活習慣等を身につけさせるため、適切な給食指導を行うとともに、「丹後学」等を通し
て地場産物や郷土食に親しむ学習をするなど、家庭や地域と連携した食育の取り組みを進めます。
④児童生徒の体力・運動能力の実態や課題を的確に把握・分析し、小中学校の一貫した体育指導を進めます。
⑤学校園、家庭及び地域が連携して子どもの運動・スポーツ環境の充実を図るため、学校体育施設の開放や学
校支援ボランティア等を活用したスポーツ指導を進めます。

ＤＯ ＣＨＥＣＫ ＡＣＴ ＰＬＡＮ 

ＰＬＡＮ 
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↓  事務事業名称・事業内容（実績） 担当課

①

2

3

4

↓  事務事業名称・事業内容（実績） 担当課

③

5

↓  事務事業名称・事業内容（実績） 担当課

②

6

7

8

9

10

11

12

 事務事業名称・事業内容（実績） 担当課

13

14

15

1

2

スポーツ推進委員をはじめ地区公民館、ＰＴＡ等と連携し、各種ニュースポーツ教室等の実施や各種スポーツ行事等への協力等、スポーツの普及を図り
ます。

② 市民の多様なスポーツニーズに対応した活動を充実するため、体育協会等の活動支援及び組織強化を支援します。

③ 市民の健康づくりとして、年齢や体力、目的に応じた日常的なスポーツ活動を促進するために、効果的なスポーツ情報と機会の提供を進めます。

① 学校体育団体と連携し、子どもたちの競技スポーツへの関心を高めるとともに競技力の向上を図るため、小中学校の一貫した指導を進めます。

② 体育協会と連携し、京丹後市総合体育大会の参加者の拡大及び競技力の向上に向けて大会の実施方法等について検討を進めます。

市民の競技スポーツへの関心を高めるため、トップアスリートによる指導機会の拡充に努めるとともに、トップアスリートの競技を観戦する機会の提供に
努めます。

④ 青少年のスポーツ活動における指導者を育成するため、研修機会の充実を図るとともに、ジュニアアスリートの育成・支援の方法について検討します。

① 社会体育施設機能の維持・改善のため、老朽化が著しい社会体育施設の改修・修繕等を進めます。

社会体育施設の利用実態を把握して利用率の向上を図るとともに、利用率の向上が見込めない施設や老朽化した施設については、見直しや代替利用
のあり方も含めて検討を進めます。

4,540       

保健体育総務一般経費 生涯学習課

6,163       6,690       

３．競技力の向上 決算額 （単位：千円）

現状維持

事務の改善

主な取り組み
H29決算額 H30決算額 H31予算額

評価を踏まえた
今後の方向性

現状維持

計

　ワールドマスターズゲームズ２０２１関西（WMG関西）関連事業を推進し、本市のスポーツツーリ
ズムやインバウンドの増加、スポーツによる地域の活性化を図る。

保健体育施設災害復旧事業 生涯学習課

　豪雨及び台風等の自然災害により被災した保健体育施設の災害復旧を行う。

上記の「主な取り組み」への位置付けが困難な事業

峰山途中ヶ丘公園陸上競技場ﾘﾆｭｰｱﾙ事業

ｽﾎﾟｰﾂｲﾍﾞﾝﾄ推進事業 生涯学習課

291,867   　スポーツ・レクリエーション環境の整備・充実を推進するため、日本陸連第3種公認陸上競技場と
して整備を行う。

　社会体育施設として活用している竹野体育館について、耐震診断の結果、耐震等の改修を行う
必要があると判断されたことにより、改修工事を行う。

竹野体育館改修事業【再編交付金活用事業】 生涯学習課

ﾜｰﾙﾄﾞﾏｽﾀｰｽﾞｹﾞｰﾑｽﾞ関西推進事業 生涯学習課

723         

ｽﾎﾟｰﾂ施設整備基金 生涯学習課

560         15,361     　峰山途中ヶ丘公園陸上競技場リニューアル事業の推進のため、京都府の補助金を財源に基金
積立するもの。

2,629       697         -             

決算額 （単位：千円）

H29決算額

決算額 （単位：千円） 事務の改善

主な取り組み
H29決算額 H30決算額 H31予算額

評価を踏まえた
今後の方向性

２．地域スポーツ活動の推進

　市民にスポーツに関する指導及び助言を行うスポーツ推進委員を委嘱し、本市のスポーツの振
興を図る。

生涯学習課

3,160       3,374       

ｽﾎﾟｰﾂ推進委員活動事業

300         670         現状維持　社会体育事業を円滑に実施するための事務経費のほか、スポーツ基本法に基づくスポーツ推
進審議会を運営し、市民の声を反映したスポーツ活動の推進を図る。

287         

地域ｽﾎﾟｰﾂ推進事業

　気軽に親しめるスポーツ大会等を実施するなど、スポーツを通した市民交流の機会を提供する
ことで、全ての市民の健康の増進や活力ある生活を目指す。

生涯学習課

9,330       

20,140     20,029     現状維持　スポーツ団体及び青少年スポーツ教室を支援し、市民へのスポーツの普及と振興を図るとともに
青少年の健全育成と体力の向上を図る。

社会体育団体育成事業 生涯学習課

20,075     

H29決算額

1,717       

社会体育用学校開放施設管理運営事業

改善・効率化　市民の身近なスポーツ活動の拠点施設として体育施設を管理運営することにより、地域スポーツ
の振興とスポーツ競技力の向上を図る。

H31予算額H30決算額
評価を踏まえた
今後の方向性

56,003     

主な取り組み

410,707   

生涯学習課

48,633     

体育施設管理運営事業【繰越】 生涯学習課

-             9,126       -             終了・廃止　グラウンド内の部分的陥没が発生した豊栄山村広場グラウンドの原因調査を行い、復旧工事の
方策の検討を進める。

生涯学習課

1,299       

生涯学習課

12,940     

評価を踏まえた
今後の方向性

拡大

6,156       拡大

36,118     -             

終了・廃止

事務の改善

H30決算額 H31予算額

拡大

129,319   123,855   

52,024     

2,836       

体育施設管理運営事業

４．社会体育施設の整備充実 決算額 （単位：千円）

現状維持　地域住民の身近なスポーツ施設である学校体育施設を開放することにより、地域スポーツの振
興とスポーツ競技力の向上を図る。

-             終了・廃止

事務の改善

11,669     10,227     現状維持　観光分野と連携し、各種スポーツイベントの開催を支援することで、スポーツを通じた本市の魅
力を発信し、交流人口の増加を図る。

拡大　２０２０年東京オリンピック・パラリンピックホストタウン事業を推進し、本市のスポーツツーリズムや
インバウンドの増加、スポーツによる地域の活性化を図る。

ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ･ﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸﾎｽﾄﾀｳﾝ推進事業 生涯学習課

6,694       1,844       
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３．教育振興計画で掲げている主な目標指標

％

％

％

％

％

４．施策の進捗状況の評価と今後の課題［基本的方針の達成に向け、施策がどの程度進捗しているか］

予定以上に進んでいる

予定どおり進んでいる

少し遅れている

大幅に遅れている

年度

基本的方針
　子どもたちのスポーツに親しむ習慣の確立や体力づくりに取り組み、たくましく健やかな身体を育みます。また、子どもから高齢者まで、だれも
が豊かで充実した生活を送ることができるよう、市民が生涯にわたってスポーツに取り組むことのできる環境づくりを進めます。

R6

朝食を毎日食べる児童の割合＜小学校＞ ％

97.8
「全国学力・学
習状況調査」児
童質問紙

H25 96.5 H30

朝食を毎日食べる生徒の割合＜中学校＞

91.1
「全国学力・学
習状況調査」生
徒質問紙

100 R6

R6

平日、午前７時より前に起きる生徒の割合＜中学校＞

77.2
「全国学力・学
習状況調査」生
徒質問紙

H25

　
88.3
(全国学力・学習状況

調査の児童生徒質

問項目から外れたた
め京都府学力診断

テスト質問項目によ

る)

H30 85％以上 R6

平日、午前７時より前に起きる児童の割合＜小学校＞

88.4
「全国学力・学
習状況調査」児
童質問紙

H25

　
89.7
(全国学力・学習状況

調査の児童生徒質

問項目から外れたた
め京都府学力診断

テスト質問項目によ

る)

H30 100

R6

平日、午後11時より前に寝る生徒の割合＜中学校＞

45.0
「全国学力・学
習状況調査」生
徒質問紙

H25

　
85.5
全国学力・学習状況

調査の児童生徒質
問項目から外れたた

め京都府学力診断

テスト質問項目によ
る

H30 50％以上 R6

平日、午後11時より前に寝る児童の割合＜小学校＞

91.6
「全国学力・学
習状況調査」児
童質問紙

H25

　
96.4
全国学力・学習状況

調査の児童生徒質

問項目から外れたた

め京都府学力診断

テスト質問項目によ
る

H30 100

H30

◎

○

《朝食を毎日食べる児童生徒の割合》
　朝食を毎日食べる児童生徒の割合は、小中学生ともにやや減少したが高い水準で推移している。各校園における
家庭向けの啓発及び児童生徒への丁寧な指導により確実に定着してきている。今後も保護者との連携を更に密に
し、児童生徒全員が朝食を毎日食べる取組みを進めていく必要がある。

《平日、午前７時より前に起きる児童生徒の割合》
　平日午前７時より前に起きる児童生徒の割合は、中学生が4.7％減少したものの小中学生ともに高い水準で推移し
ている。今後も各校園で課題を共有し、具体的な家庭への啓発等により改善を図っていく必要がある。

《平日、午後11時より前に寝る児童生徒の割合》
　平日午後11時より前に寝る児童生徒の割合は、小学生はやや減少したものの中学生では大きく増加し、小中学生
ともに高い水準である。今後も各校園で課題を共有し、具体的な家庭への啓発等により改善を図っていく必要があ
る。

《小学生(５年生）の体力テスト全国平均以上》
　小学校では、握力、上体起こし、長座体前屈などの柔軟性が全国平均を下回り、前年度に比べて全国平均を上回
る種目が減少した。引き続き、体育科を含む各校の教育活動全体を通した体力づくりの取組み等により、意識的に
課題のある運動能力について克服していく必要がある。

《中学生(２年生）の体力テスト全国平均以上》
　中学校では、握力、上体起こし、長座体前屈などの柔軟性が全国平均を下回り、前年度に比べて全国平均を上回
る種目が減少した。引き続き、体育科を含む各校の教育活動全体を通した体力づくりの取組み等により、意識的に
課題のある運動能力について克服していく必要がある。

《成人の週１回以上のスポーツ実施率》
　日常の中にスポーツを取り入れ、健康増進と体力の向上を図るため、スポーツ推進委員を中心に地域でのニュー
スポーツ教室等を開催するとともに、チャレンジデープレイベントに初めて取り組み、気軽にスポーツに接する機会を
提供した。
　ニュースポーツ教室の参加者は減少傾向にあるため、仕事や家事、育児、介護等でスポーツをすることが難しい世
代、また障害者、高齢者に配慮した魅力ある行事の開催とスポーツ教室に関する情報の提供が課題である。

《京都府民総合体育大会入賞競技数》
　入賞競技数は減少したものの市町村対抗の総合順位は9位となり、前年の11位から順位を上げた。今後は、2020
年東京オリンピック・パラリンピック、ワールドマスターズゲームズ2021関西を契機とし、競技力の向上を目指す。特に
将来性を有するジュニアアスリートを養成する支援体制を整えることが重要である。
　
《公共スポーツ施設の利用回数》
　スポーツの推進を図るため、積極的に体育施設の開放を行い、利用者の拡大に努めた。平成29年を境に公共施
設の利用者は減少傾向にあり、施設の老朽化による機能性の低下や市民のスポーツ種別が多様化したものと推測
される。今後は、公共施設の見直し計画による施設の集約化や指定管理者制度の導入等、より市民のニーズに則し
た施設環境づくりと機会の提供が求められる。

○

▲

主な目標指標

進捗状況区分 評価 ３０年度成果と今後の課題

65.0
(国の目標）

R6

京都府民総合体育大会入賞競技数 競技
6
京都府民総合体
育大会結果

H25 4 H30 10 R6

成人の週１回以上のスポーツ実施率 ％
21.6
市民アンケート
調査結果

R6公共スポーツ施設の利用回数

H24
30.6

(参考値)
H30

全種目 R6

中学生(２年生）の体力テスト全国平均以上 種目 H30 全種目 R6

小学生(５年生）の体力テスト全国平均以上 種目
８種目中７
種目

回
11,253
公共施設利用状
況調査結果

H24 12,199

目標指標

13,000

H25
8種目中
4種目

H30

H30 95％以上

単位
計画作成時 実績値（現状） 目標値

年度 年度

×

８種目中４
種目

H25
8種目中
3種目

H25 92.5

ＣＨＥＣＫ ＡＣＴ 
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５．今後の施策展開の考え方（令和元年～令和3年度までの主な取組）

○

《朝食を毎日食べる児童生徒の割合》
　朝食を毎日食べる児童生徒の割合は、小中学生ともにやや減少したが高い水準で推移している。各校園における
家庭向けの啓発及び児童生徒への丁寧な指導により確実に定着してきている。今後も保護者との連携を更に密に
し、児童生徒全員が朝食を毎日食べる取組みを進めていく必要がある。

《平日、午前７時より前に起きる児童生徒の割合》
　平日午前７時より前に起きる児童生徒の割合は、中学生が4.7％減少したものの小中学生ともに高い水準で推移し
ている。今後も各校園で課題を共有し、具体的な家庭への啓発等により改善を図っていく必要がある。

《平日、午後11時より前に寝る児童生徒の割合》
　平日午後11時より前に寝る児童生徒の割合は、小学生はやや減少したものの中学生では大きく増加し、小中学生
ともに高い水準である。今後も各校園で課題を共有し、具体的な家庭への啓発等により改善を図っていく必要があ
る。

《小学生(５年生）の体力テスト全国平均以上》
　小学校では、握力、上体起こし、長座体前屈などの柔軟性が全国平均を下回り、前年度に比べて全国平均を上回
る種目が減少した。引き続き、体育科を含む各校の教育活動全体を通した体力づくりの取組み等により、意識的に
課題のある運動能力について克服していく必要がある。

《中学生(２年生）の体力テスト全国平均以上》
　中学校では、握力、上体起こし、長座体前屈などの柔軟性が全国平均を下回り、前年度に比べて全国平均を上回
る種目が減少した。引き続き、体育科を含む各校の教育活動全体を通した体力づくりの取組み等により、意識的に
課題のある運動能力について克服していく必要がある。

《成人の週１回以上のスポーツ実施率》
　日常の中にスポーツを取り入れ、健康増進と体力の向上を図るため、スポーツ推進委員を中心に地域でのニュー
スポーツ教室等を開催するとともに、チャレンジデープレイベントに初めて取り組み、気軽にスポーツに接する機会を
提供した。
　ニュースポーツ教室の参加者は減少傾向にあるため、仕事や家事、育児、介護等でスポーツをすることが難しい世
代、また障害者、高齢者に配慮した魅力ある行事の開催とスポーツ教室に関する情報の提供が課題である。

《京都府民総合体育大会入賞競技数》
　入賞競技数は減少したものの市町村対抗の総合順位は9位となり、前年の11位から順位を上げた。今後は、2020
年東京オリンピック・パラリンピック、ワールドマスターズゲームズ2021関西を契機とし、競技力の向上を目指す。特に
将来性を有するジュニアアスリートを養成する支援体制を整えることが重要である。
　
《公共スポーツ施設の利用回数》
　スポーツの推進を図るため、積極的に体育施設の開放を行い、利用者の拡大に努めた。平成29年を境に公共施
設の利用者は減少傾向にあり、施設の老朽化による機能性の低下や市民のスポーツ種別が多様化したものと推測
される。今後は、公共施設の見直し計画による施設の集約化や指定管理者制度の導入等、より市民のニーズに則し
た施設環境づくりと機会の提供が求められる。

5
　交流人口の増加等、地域活性化を図るため、事業効果の高いスポーツイベントを推進するととも
に、東京2020大会、WMG関西に向け、ホストタウンとしての取組、必要な施設整備を推進する。

施策展開の考え方

　子どもたちの基本的な生活習慣を確立させるため、学校園が連携し、発達段階に応じた指導を
継続するとともに、丹後学を通じた学習や、地産地消・給食指導など、家庭、地域と連携した食育
の取組みを更に推進する。

2
　市民のニーズに合ったスポーツの推進や、各地区の事業やＰＴＡ活動への協力を行うなど、多く
の人がスポーツに親しめる機会を設ける。また、競技性の高いスポーツについては体育協会と連
携し活動する機会を支援する。

3
　京丹後市体育協会へ財政支援を行うことにより、各種スポーツ大会の実施や府民総合体育大会
への出場選手の拡大を図り、競技力の向上を目指す。

4
　市内には多くの社会体育施設が点在しているが、地域の大切なコミュニティの場としての役割も
大きいため、計画的な施設の修繕を実施する一方、利用が少ない施設の維持管理などについて
見直しを行う。

1

区分 No. 具　体　的　内　容

ＡＣＴ 
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